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2 0 2 6 . 9 . 1 2 ― 1 2 . 6
9 : 0 0 - 1 7 : 1 5

休館日 ⽉曜⽇（祝⽇の場合は翌平⽇休館）

（入館は 1 6 : 4 5まで）

観覧料　500円（中学生以下、70歳以上、障がい者とその付添人の方は無料）

主　催 福井市、（公財）歴史のみえるまちづくり協会

共　催 中之条町教育委員会、中之条町歴史と民俗の博物館「ミュゼ」

福井市橘曙覧記念文学館  後　援 福井新聞社、NHK福井放送局、FBC、福井テレビ、
             FM福井、福井ケーブルテレビ  さかいケーブルテレビ、
             福井鉄道株式会社、えちぜん鉄道株式会社

昭和100年特別企画

鈴⽊ひで（ 2 0 0 4年  ⾓⽥新八氏撮影）

S a t .  S u n .

Fukui City Tachibana no Akemi Literature Memorial Museum

『すめらみくにの乙女たち』より
※会期中、展示替えを⾏います
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電車　         福井駅より車（タクシー）5分

バス　　     福井駅西⼝のりば
　　　       【すまいるバス】照手・⾜⽻方⾯ゆき「愛宕坂」下⾞ 徒歩1分
　　   　    【京福バス】清水グリーンライン線（本町角経由）73・74
                                          「つくも１丁目」下⾞ 徒歩5分
自家⽤⾞ 北陸⾃動⾞道福井ICより約15分

福井市橘曙覧記念文学館
〒918-8007福井県福井市足⽻1丁⽬6-34 TEL：0776-35-1110∕FAX：0776-33-3933  https://www.fukui-rekimachi.jp/tachibana/  

関連イベント

体験講座 こころを届ける絵はがき講座

10月11⽇（⽇）13:30〜15:30
はがきであなたの思いを伝えてみませんか？

描き方次第で、素敵な１枚になります。

福井新聞「おはなしトントン」挿絵担当の橋谷桂子さんに

教えていただきます。

場　所 福井市愛宕坂茶道美術館（当館向い）

定　員 20名（先着順）※⼀般の方対象
申　込  9/1（火）より申込フォーム、電話にて受付
参加費　500円
※マイ絵筆、パレット、色鉛筆などをお持ちの方はご
持参ください。描きたい物があれば、お持ちくださ

ってもかまいません。

朗読会 鈴⽊ひで作品でふり返る

昭和100年の暮らし
11月3⽇（火・祝）
午前の部　10:30〜12:00
午後の部　13:30〜15:00

鈴木ひで作品の朗読で昭和100年の暮らしや出来事をふり
返ります。
梅田悦世さん＆エテュード朗読教室のみなさんが朗読してく
ださいます。

場　所 当館ロビー
対　象    どなたでも（小学⽣以下は保護者同伴）
定　員 各回40名（先着順）
申　込 10/1より申込フォーム、電話にて受付
参加費　500円 抹茶券付き1,000円
　　　　  高校生以下割引あり、当⽇観覧可

鈴木ひで 略歴
1926（大正15）　群馬県中之条町に生まれる
1940（昭和15）　群馬県立吾妻高等女学校に入学　　　　　　
　　　　　　　　　　　　卒業後、旧中島飛行機小泉製作所に女子
　　　　　　　　　　　　挺身隊として勤務
1953（昭和28）　少女時代からの夢であった絵のために、
　　　　　　　　　　　　下駄ばきで嬬恋キャベツのトラックにの
　　　　　　　　　　　　せてもらい上京
1957（昭和34）　結婚、その後は千葉県市川市に在住
1983（昭和58）　アメリカの食品会社にイラストが採用さ
　　　　　　　　　　　　れる　その後、アメリカ短期留学
1984（昭和59）　還暦を機に健康の願をかけ、毎日絵手紙
　　　　　　　　　　　　を書くことを誓う
　　　　　　　　　　　　姉に宛てた絵手紙は平成16年まで約20
　　　　　　　　　　　　年続き、7000枚に及んだ
2018（平成30）　中之条町歴史と民俗の博物館「ミュゼ」
                      　で企画展「ふるさとの文化人 鈴木ひで」
　　　　　　　　　　　　を開催
2022（令和4）　  千葉県市川市にて逝去　満96歳

 物心ついた頃から絵が⼤好きで、紙と鉛筆があ

れば落書きをしていた鈴⽊ひでさん（群⾺県出
身、1926-2022）。幼い⽇の思い出、昭和・平成
のふるさとの⾵景、⽇々の暮らしの中で⾒つけ
た話題など、⽣涯にわたり、ありとあらゆる⽇常
を水彩画で描き続けました。作品はユーモラス
に、⾵刺のきいたタッチで描かれていることか
ら、「ぐんまの長谷川町子」と呼ばれました。
 残された作品の中には、約20年間、姉に宛て
て毎⽇１枚ずつ描き続けた7000枚を超える絵⼿
紙があります。そこには昭和・平成の懐かしい暮
らしやできごとがつづられ、当時の記憶をよみ
がえらせてくれます。本展では、ひでさんの絵⼿
紙のほか戦争体験がテーマの代表作『すめらみ
くにの⼄女たち』の原画や⾵景画作品もご紹介
します。
 あなたの心に残る「あの⽇の⾵景」を⾒つけ
にきてください。

　物心ついた頃から絵が大好きで、紙と鉛筆があ

れば落書きをしていた鈴木ひでさん（群馬県出
身、1926-2022）。幼い⽇の思い出、昭和・平成
のふるさとの⾵景、⽇々の暮らしの中で⾒つけ
た話題など、⽣涯にわたり、ありとあらゆる⽇常
を水彩画で描き続けました。作品はユーモラス
に、⾵刺のきいたタッチで描かれていることか
ら、「ぐんまの長谷川町子」と呼ばれました。
　残された作品の中には、約20年間、姉に宛て
て毎⽇１枚ずつ描き続けた7000枚を超える絵⼿
紙があります。そこには昭和・平成の懐かしい暮
らしやできごとがつづられ、当時の記憶をよみ
がえらせてくれます。本展では、ひでさんの絵⼿
紙のほか戦争体験がテーマの代表作『すめらみ
くにの⼄女たち』の原画や⾵景画作品もご紹介
します。
　あなたの心に残る「あの⽇の⾵景」を⾒つけ
にきてください。
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交通のご案内

みどころ解説
9月20日（日）
10月3日（土）
11月7日（土）

14:00～（20分程度）
※要観覧券、予約不要
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